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ホイッスラーモード・コーラス放射の発生機構

Generation Mechanism of Whistler Mode Chorus Emissions
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内部磁気圏の磁気赤道付近において高エネルギー電子によるホイッスラーモード波動の不安定性によりコーラス放射
と呼ばれるコーヒーレント波動が励起される。振幅の成長と共に周波数が大きく変動する。これは高エネルギー電子と
ホイッスラー波動との電磁的な非線形波動粒子相互作用により、速度位相空間にホールが生成されるために共鳴電流が
生成されることによる。詳しい物理素過程について、シミュレーション結果と共に解説する。


